
RISK M
ANAGEM

ENT
C
O
S
O（
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
組
織
委
員
会
）

は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
五
日
に
研
究
報
告
「
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
E
R
M
）・
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」の
ド
ラ
フ
ト
を
公
表
し
た
。
C
O
S
O
の
E
R
M

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
九
〇
日
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

期
間
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
に
最
終
化
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
全
社
的
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
必
ず
し
も
統

一
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
今

回
の
公
表
に
よ
り
、
C
O
S
O
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
一
般

に
認
知
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
本
稿

で
は
、
C
O
S
O
の
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
概
要
と
、

E
R
M
の
導
入
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

E
R
M
の
定
義

C
O
S
O
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
E
R
M
は
、「
事
業

体
の
取
締
役
、
経
営
者
、
お
よ
び
そ
の
他
の
構
成
員
に
よ

っ
て
遂
行
さ
れ
る
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
戦
略
の
策
定

お
よ
び
事
業
体
の
全
体
に
適
用
さ
れ
る
。
事
業
体
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
潜
在
的
な
事
象
を
識
別

し
、
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク
許
容
度
の
範
囲
内
に
収
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
業
目
標
の
達
成
に
関
し
て
合
理
的
な
保

証
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

E
R
M
の
構
成
要
素

E
R
M
は
、
相
互
に
関
連
す
る
八
つ
の
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

内
部
環
境
―
内
部
環
境
は
、
他
の
E
R
M
の
構
成
要
素

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
規
律
や
構
造
を
決
定
す

る
。
内
部
環
境
に
は
、
事
業
体
の
倫
理
観
、
構
成
員
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
経
営
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

目
標
設
定
―
経
営
者
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
も

と
づ
い
て
事
業
体
の
戦
略
目
標
を
設
定
す
る
。
何
ら
か

の
事
象
が
目
標
達
成
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
を
識
別

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

事
象
の
特
定
―
事
業
目
標
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る

潜
在
的
な
事
象
の
う
ち
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
リ
ス
ク

と
し
て
認
識
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
中
で

取
り
扱
う
。

リ
ス
ク
の
評
価
―
特
定
し
た
リ
ス
ク
事
象
が
事
業
目
標

の
達
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
発

生
可
能
性
と
重
要
性
の
二
つ
の
側
面
か
ら
評
価
す
る
。

リ
ス
ク
の
評
価
は
、
定
性
的
な
手
法
と
定
量
的
な
手
法

を
併
用
す
る
。

リ
ス
ク
へ
の
対
応
―
経
営
者
は
、
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
を

費
用
対
効
果
や
リ
ス
ク
許
容
度
と
の
関
連
で
検
討
し
、

実
践
す
る
。
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
に
は
、
回
避
・
軽
減
・
共

有
・
受
容
の
四
種
類
の
も
の
が
あ
る
。

統
制
活
動
―
統
制
活
動
は
、
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
を
適

切
に
実
行
す
る
た
め
の
方
針
や
手
続
き
で
あ
る
。
統
制

活
動
は
、
事
業
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
の
一

部
で
あ
り
、
組
織
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
、
す
べ
て
の
機
能
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

情
報
と
伝
達
―
リ
ス
ク
を
識
別
し
、
評
価
し
、
対
応
策

を
検
討
・
実
践
す
る
た
め
に
は
、
内
部
・
外
部
か
ら
適
切

な
情
報
を
収
集
し
、
適
時
か
つ
適
切
な
形
で
伝
達
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

監
視
活
動
―
監
視
活
動
は
、
E
R
M
の
各
プ
ロ
セ
ス
が
存

在
し
、
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
監
視
活
動
は
、
継
続
的
な
活
動
と
独
立
し
た

評
価
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。

E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
特
徴

C
O
S
O
は
一
九
九
二
年
に「
内
部
統
制
の
統
合
的

枠
組
み
」を
公
表
し
て
い
る
。
今
回
公
表
さ
れ
た
E
R
M

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
E
R
M
と
内
部
統
制
の
関
係
に
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つ
い
て
、
内
部
統
制
は
E
R
M
に
包
含
さ
れ
る
概
念
で
あ

り
、
必
要
不
可
欠
な
一
部
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

E
R
M
は
内
部
統
制
よ
り
も
広
い
概
念
で
、
リ
ス
ク
全
体

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
お
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

●
リ
ス
ク
の
定
義

リ
ス
ク
を
不
確
実
性
そ
の
も
の
と
す
る
考
え
方
も
あ

る
が
、
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
不
確
実
性
の
う
ち

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
も
の
は
機
会
と
し
て
考

え
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
も
の
を
リ
ス
ク
と
し

て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
と
す
る
。

●
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
視
点

E
R
M
で
は
、
個
々
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
対
処
す
る
だ
け

で
な
く
、
リ
ス
ク
の
全
体
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
捉

え
る
と
い
う
視
点
が
導
入
さ
れ
た
。

●
事
業
目
標

C
O
S
O
の
内
部
統
制
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
目
標

は「
統
制
目
標
」で
あ
っ
た
が
、
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

は
、
目
標
は「
事
業
目
標
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
四

種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
戦
略
目
標
が
設
定

さ
れ
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
が
選
択
さ
れ
る
。

次
に
、
戦
略
の
実
行
を
支
援
す
る
た
め
に
、
業
務
・
報

告
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
目
標
が
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
経
営
者
や
取
締
役
は
、
有
効
に
機
能
し
て

い
る
E
R
M
の
仕
組
み
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
事
業
目
標

の
達
成
に
つ
い
て
の

合
理
的
な
保
証
を

得
る
こ
と
が
で
き

る
。
事
業
体
の
目

標
と
E
R
M
の
構

成
要
素
の
関
係
を

三
次
元
で
表
し
た
も
の
が
左
下
の
図
で
あ
る
。

E
R
M
の
導
入

C
O
S
O
が
E
R
M
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
公
表
し
た
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
企
業
の
経
営
者
は
E
R
M
の

導
入
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
事
業
価
値
の
源
泉
や

価
値
の
測
定
基
準
の
変
遷
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
効
果
的
な
E
R
M
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
の
特
定
を
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
意
思
決
定
の

た
め
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

日
本
で
も
、
数
多
く
の
企
業
不
祥
事
を
き
っ
か
け
に
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
統

制
な
ど
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
平
成
一
五
年

六
月
に
は
、
経
済
産
業
省
か
ら「
リ
ス
ク
管
理
･
内
部
統

制
に
関
す
る
研
究
会
」報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
日
本

企
業
に
お
い
て
も
、
E
R
M
の
導
入
を
目
指
す
企
業
が
今

後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

E
R
M
を
実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の

事
項
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●
全
社
的
な
目
標
や
目
的
の
共
有

●
経
営
者
が
求
め
る
成
果
の
定
義

●
成
果
を
出
す
た
め
に
必
要
な
要
素
の
記
述

●
説
得
力
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
と
経
済
合
理
性

●
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

E
R
M
の
導
入
は
、
企
業
の
行
動
様
式
を
大
き
く
変

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
E
R
M
の
導
入
は
変
革
を
伴
う

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
認
知
度
の
向

上
、
自
発
的
な
関
与
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
が
必
要

と
な
る
。
リ
ス
ク
認
識
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
構

成
員
の
意
識
改
革
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
E
R
M
は

成
長
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
向
上
、
ひ
い
て
は
、
環
境
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
変

化
に
対
す
る
感
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
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